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10
月
26
日（
土
）

■
取
組
状
況

○「
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の

災
害
と
暮
ら
し
」

　

先
山　

徹
さ
ん（
兵
庫
県
立
大

学
自
然
・
環
境
科
学
研
究
所
）

　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
で
の
災

害
復
興
を
示
す
ジ
オ
遺
産
や
人
の

暮
ら
し
な
ど
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

北
但
大
震
災（
大
正
14
年
）か
ら

の
復
興
時
に
、
延
焼
を
防
ぐ
た
め

に
、
街
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
建
造

物
を
配
置
し
た「
火ひ

伏ぶ
せ

壁
」の
取
組

み
な
ど
の
実
例
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。

　

10
月
26
日
・
27
日
、
城
崎
温
泉
街
な
ど
で
、
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク

国
際
学
術
会
議「
城
崎
会
議
」（
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
国
際
学
術
会
議

「
城
崎
会
議
」実
行
委
員
会
主
催
）を
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
自
然
の
恵
み
と
災
害
」を
テ
ー
マ
に
、
国
内
外
か
ら
ジ
オ
パ
ー
ク
関

係
者
、
研
究
者
、
ガ
イ
ド
、
市
民
な
ど
約
1
5
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

基
調
講
演（
同
時
通
訳
付
）や
研
究
報
告
、
総
合
討
論
な
ど
が
行
わ
れ
、

ジ
オ
パ
ー
ク
を
通
し
て
防
災
教
育
な
ど
の
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

《
問
合
せ
》
大
交
流
課
☎
21

－

9
0
1
6

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
国
際
学
術
会
議

「
城
崎
会
議
」を
開
催
！

■
基
調
講
演

○「
欧
州
ジ
オ
パ
ー
ク
に
お
け
る

　

自
然
環
境
リ
ス
ク
の
段
階
区
分
」

　

チ
ャ
ラ
ラ
ン
ポ
ス
・
フ
ァ
ソ
ウ

ラ
ス
さ
ん（
ギ
リ
シ
ャ 

プ
シ
ロ

リ
テ
ィ
ス
ジ
オ
パ
ー
ク
）

　

ギ
リ
シ
ャ
な
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

ジ
オ
パ
ー
ク
で
実
施
し
て
い
る
防

災
教
育
の
取
組
み
な
ど
が
発
表
さ

れ
ま
し
た
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
活
用
し
た
移
動
式
の
展
示
や
、

共
通
で
使
え
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、

教
材
の
開
発
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
地
震
模
擬
体
験
装

置
や
教
育
用
の
地
震
計
を
使
っ
た

体
験
学
習
の
ほ
か
、
地
震
や
火
山

に
関
す
る
D
V
D
や
テ
ー
ブ
ル

ゲ
ー
ム
な
ど
を
教
材
に
用
い
た
授

業
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

○「
ジ
オ
パ
ー
ク
に
お
け
る
自
然

災
害
〜
ベ
ト
ナ
ム
の
保
護
地
域

と
関
連
活
動
」

　

ル
オ
ン
・
テ
ィ
・
チ
ュ
ア
ッ
ト

さ
ん（
ベ
ト
ナ
ム 

ド
ン
バ
ン
・

カ
ル
ス
ト
高
原
ジ
オ
パ
ー
ク
）

　

災
害
に
ま
つ
わ
る
伝
説
や
伝
承

に
よ
る
防
災
教
育
の
取
組
み
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。

　

ベ
ト
ナ
ム
は
台
風
な
ど
の
豪
雨

や
川
の
氾
濫
な
ど
、
自
然
災
害
が

多
い
国
で
す
。
地
域
で
語
り
継
が

れ
て
い
る
洪
水
な
ど
の
伝
説
や
伝

承
に
は
、
科
学
的
根
拠
も
含
ま
れ

て
お
り
、
防
災
に
生
か
す
取
組
み

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

例
と
し
て
、
か
つ
て
竜
が
怒
っ

て
洪
水
を
起
こ
し
た
伝
承
が
挙
げ

ら
れ
ま
し
た
。

■
招
待
講
演

○「
自
然
の
脅
威
:
ジ
オ
パ
ー
ク

▲災害と人の暮らしとの関わりを発表

▲欧州のジオパークでの防災学習の取組
みを発表

▲主催者を代表し、金澤和夫兵庫県副知事のあいさつで
　会議がスタート

▲ベトナムの伝説や伝承による防災教育
を発表



広報とよおか　2013.11.253

で
災
害
を
語
る
」

　

中
田
節
也
さ
ん
〔
J
G
C（
※
）

委
員
・
東
京
大
学
地
震
研
究
所
〕

○「
悔
し
さ
と
勇
気
と
知
恵
を
語

り
継
ぎ
、
ジ
オ
を
読
み
解
き
、

備
え
に
つ
な
げ
る
」

　

中
川
和
之
さ
ん（
J
G
C
委

員
・
時
事
通
信
社
）

　

招
待
講
演
で
は
、
自
然
の
恵
み

を
学
び
な
が
ら
、
災
害
を
学
ぶ
重

要
性
が
、
事
例
を
交
え
て
発
表
さ

れ
ま
し
た
。

　

ジ
オ
サ
イ
ト（
見
ど
こ
ろ
）を
め

ぐ
る
ツ
ア
ー
を
楽
し
む
中
で
、
防

災
対
策
へ
の
き
っ
か
け
を
学
ぶ
こ

と
な
ど
が
提
言
さ
れ
ま
し
た
。

■
研
究
報
告

　

市
内
小
学
校
児
童
、
県
立
豊
岡

高
等
学
校
生
徒
の
学
習
報
告
や
、

三
陸
ジ
オ
パ
ー
ク
な
ど
の
関
係
者

が
災
害
の
記
憶
を
後
世
に
伝
え
る

取
組
み
を
発
表
し
ま
し
た
。

○「
ふ
る
さ
と
再
発
見
！

ジ
オ
パ
ー
ク
に
学
ぼ
う
」

　

太
田
凛り

音の
ん

さ
ん（
田
鶴
野
小
学

校
）、
宇
川
和か
ず

洋ひ
ろ

さ
ん（
竹
野
小

学
校
）、
西
垣
映あ
き

良ら

さ
ん（
清
滝

小
学
校
）

　

玄
武
洞
公
園
、
竹
野
海
岸
、
神

鍋
高
原
の
ジ
オ
サ
イ
ト
の
特
徴
を

調
べ
た
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

特
に
、
地
質
地
形
と
文
化
、
人
々

の
暮
ら
し
と
の
つ
な
が
り
ま
で
調

べ
た
内
容
は
、
ま
さ
に
ジ
オ
パ
ー

ク
の
本
質
を
突
く
も
の
で
し
た
。

 

玄
武
洞
公
園 

玄
武
岩
が
、
漬
物

石
や
城
崎
温
泉
を
流
れ
る
大お
お

谿た
に

川
の
護
岸
に
使
わ
れ
て
い
る

 

竹
野
海
岸 

か
つ
て
瀬
戸
内
海
と

日
本
海
を
往
来
し
て
い
た
北
前

船
の
寄
港
地
。
地
元
の
相
撲
大

会
へ
の
つ
な
が
り

 
神
鍋
高
原 

神
鍋
山
に
降
っ
た
雨

が
、
山
の
ふ
も
と
で
わ
き
水
と

な
り
、
マ
ス
の
養
殖
な
ど
に
使

わ
れ
て
い
る

　

ま
た
、
竹
野
海
岸
に
あ
る
甌お
う

穴け
つ（
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル
）は
、
神
鍋
溶

岩
流
に
も
見
ら
れ
る
こ
と
な
ど
を

通
じ
て
、
3
つ
の
ジ
オ
サ
イ
ト
を

調
べ
て「
違
う
と
こ
ろ
ば
か
り
だ

と
思
っ
て
い
た
が
、
共
通
点
が
あ
っ

た
」と
の
感
想
も
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

■
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン

　

会
場
内
で
は
、
ジ
オ
パ
ー
ク
に

つ
い
て
、
防
災
、
保
護
保
全
、
ガ

イ
ド
、
食
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
角

度
か
ら
の
研
究
報
告
が
ポ
ス
タ
ー

と
し
て
掲
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

保
護
保
全
で
は
、
県
立
豊
岡
総

合
高
等
学
校
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
ク

ラ
ブ
の
清
掃
活
動
な
ど
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
ポ
ス
タ
ー
前
で
は
内

容
の
意
見
交
換
や
、
参
加
者
同
士

の
交
流
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

■
総
合
討
論

　
「
自
然
の
恵
み
と
災
害
」を
テ
ー

マ
に
、
三
田
村
宗む
ね

樹き

さ
ん（
山
陰

海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会

学
術
部
会
長
）が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
務
め
、
西
村　

肇
さ
ん

（
但
馬
豊
岡
観
光
協
議
会
会
長
）や
、

J
G
C
委
員
、
大
学
教
授
ら
が
熱

い
討
論
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

■
交
流
会

　

会
議
後
は
、
参
加
者
同
士
で
交

流
を
深
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、
玄

武
洞
ガ
イ
ド
ク
ラ
ブ
が
実
施
し
て

い
る「
玄
武
洞
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
」

を
見
学
し
ま
し
た
。

※
玄
武
洞
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
は
11
月

30
日
ま
で

10
月
27
日（
日
）

■
現
地
見
学
会

　

本
会
議
の
テ
ー
マ
を
体
感
す
る

ツ
ア
ー
と
し
て
現
地
見
学
会
を
行

い
ま
し
た
。
国
内
外
の
ジ
オ
パ
ー

ク
関
係
者
や
市
民
の
方
な
ど
、
30

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

現
地
ガ
イ
ド
が
、
城
崎
温
泉
や

田た

結い

区
の
北
但
大
震
災
の
復
興
の

歴
史
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

市
街
地
の
震
災
復
興
建
築
群
の

見
学
で
は
、
県
立
豊
岡
高
等
学
校

生
徒
に
よ
る
説
明
が
行
わ
れ
、
国

外
ジ
オ
パ
ー
ク
の
方
に
対
し
て
は

英
語
で
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

▲小学生の学習報告

▲研究報告をポスターで掲示

▲総合討論▲玄武洞のライトアップを見学

▲現地見学会（城崎温泉街）

（※）JGC（Japan　Geopark　Committee）:日本ジオパーク委員会の略称。
　　日本でのジオパークの公式認定機関


